
２０１０年１０月 発行／日本共産党茨城県議会議員団                                          

パネルでを示し、土地開発を推進してきた知事の責任を追及す

る日本共産党の大内県議（９月17日、県議会予算特別委員会） 
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第
３
回
定
例
県
議
会
に
は
、
県
住
宅
供
給
公
社
の
破
産
手

続
き
と
と
も
に
、
売
れ
残
り
土
地
対
策
に
今
後
20
年
間
、

税
金
を
投
入
し
つ
づ
け
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

第
３
回
定
例
県
議
会 

９
月
１
日
～
22
日 

 

予
算
特
別
委
員
会
で
日
本
共

産
党
の
大
内
久
美
子
県
議
は
、

「
私
は
２
０
０
０
年
３
月
の
当

委
員
会
で
、
百
合
ヶ
丘
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
が
65
％
も
売
れ
残
っ
て

い
る
な
か
で
、
１
７
０
０
戸
の

水
戸
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
は
中

止
し
、
公
社
の
解
散
を
求
め

た
。
し
か
し
、
知
事
は
聞
く
耳

を
持
た
ず
に
事
業
化
を
す
す

め
た
」
と
橋
本
知
事
の
責
任

を
追
及
し
ま
し
た
。
橋
本
知

事
は
「
開
発
用
地
を
あ
の
ま

ま
放
り
出
し
て
よ
か
っ
た
の

か
」
な
ど
と
開
き
直
り
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
公
社
に
開
発
資
金

を
貸
し
付
け
て
き
た
金
融
機

関
の
責
任
を
問
わ
な
い
で
、

県
民
の
税
金
で
す
べ
て
穴
埋

め
す
る
手
法
を
批
判
し
ま
し

た
。
橋
本
知
事
は
「
（
金
融

機
関
に
）
協
力
を
求
め
て
い

く
」
と
答
え
ま
し
た
。 

「
百
合
ヶ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

（
の
売
り
上
げ
）
が
３
割
以

下
と
い
う
状
況
の
中
で
、
新

た
な
十
万
原
開
発
が
本
当
に

見
通
し
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
」 

 

１
９
９
６
年
12
月
。
初
め

て
設
置
さ
れ
た
県
出
資
団
体

調
査
特
別
委
員
会
で
、
大
内

久

美

子

県

議
（
共

産
）

は
…
…
水
戸
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
建
設
計
画
に
疑
問
を
投
げ

か
け
た
。 

「
も
う
用
地
買
収
に
入
っ
て

お
り
、
途
中
で
凍
結
す
る
と

い
う
状
態
で
は
な
い
」
。
公

社
は
続
行
の
姿
勢
を
崩
さ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
大
内
県

議
が
懸
念
し
た
通
り
…
…
多

額
の
金
利
負
担
が
経
営
を
圧

迫
し
て
い
く
。
（
朝
日
９
月

20
日
付
よ
り
） 

 

反
対
討
論
で
日
本
共
産
党

は
、
県
住
宅
供
給
公
社
の
売

れ
残
り
土
地
の
８
割
は
１
９

９
０
年
か
ら
93
年
ま
で
の
間

の
無
謀
な
用
地
買
収
に
あ
っ

た
と
し
て
、
「
経
営
状
況
が

悪
化
し
、
住
宅
需
要
の
見
通

し
が
厳
し
い
情
勢
の
も
と

で
、
水
戸
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

事
業
化
は
中
止
の
決
断
が
必

要
だ
っ
た
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。 

 

そ
の
う
え
で
「
大
量
の
土

地
を
取
得
し
、
ば
く
大
な
借

金
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
反

省
も
な
く
、
事
業
見
直
し
や

中
止
も
表
明
さ
れ
て
い
な

い
」
と
橋
本
知
事
の
姿
勢
を

き
び
し
く
批
判
。
「
も
は
や

県
政
運
営
の
切
り
換
え
が
決

断
で
き
な
い
知
事
は
、
責
任

を
と
っ
て
辞
職
す
べ
き
」
と

迫
り
ま
し
た
。 

 

補
正
予
算
は
自
民
党
、
民

主
党
、
公
明
党
な
ど
が
賛
成

し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
反
対

し
た
の
は
日
本
共
産
党
だ
け

で
し
た
。 

 
破
産
処
理
の
た
め
に
新
た

な
借
金
と
な
る
第
三
セ
ク

タ
ー
等
改
革
推
進
債
３
８
０

億
円
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の

た
め
県
債
残
高
は
１
兆
９
５

０
０
億
円
と
過
去
最
高
と
な

り
、
財
政
再
建
か
ら
も
逆
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ウ
ラ
面
も
ご
ら
ん
下
さ
い 

山中たい子県議 



 
住
宅
・
土
地
・
開
発
の
３
公
社
と
県
の
売
れ
残
り
保
有
地
は
１
６
０
０
㌶
、

借
入
残
高
は
４
３
０
０
億
円
に
の
ぼ
り
、
土
地
開
発
の
破
た
ん
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

県
は
、
現
在
の
保
有
土
地

を
全
部
処
分
し
て
も
生
じ
る

「
将
来
負
担
額
」
の
見
込
み

額
を
１
８
９
０
億
円
と
試
算

し
、
今
後
20
年
間
に
わ
た
っ

て
県
民
の
税
金
か
ら
毎
年
１

０
０
億
円
程
度
を
投
入
す
る

方
針
で
す
。 

 

今
回
、
将
来
負
担
へ
の
対

策
を
お
こ
な
う
の
は
、
３
公

社
の
ほ
か
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
沿
線
開
発
、

工
業
団
地
、
桜
の
郷
整
備
事

業
、
常
陸
那
珂
港
臨
海
土
地
造

成
、
阿
見
吉
原
開
発
の
５
つ
の

県
事
業
で
す
。 

面  積 
 （ha） 

借 入 金 残 高
（09末・億円） 

     

 

 

 

 

県 

県庁舎周辺用地 
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②工業団地 
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④港湾 

⑤圏央道沿線（阿見

吉原地区） 
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  県  計 １１６６   ３６９２ 

開発公社 

土地開発公社 

住宅供給公社 
（ひたちなか・鹿島・潮来・

神栖地区） 
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   合  計 １５９４   ４２９３ 

  区分・団地 

 

し
か
し
今
後
、
保
有
土
地
が

県
の
計
画
ど
お
り
処
分
で
き
な

い
場
合
は
、
さ
ら
に
県
民
負
担

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

売
れ
残
り
工
業
団
地
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
に

も
大
量
に
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
は
茨
城
中

央
工
業
団
地
＝
茨
城
町
） 
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（億円） 

※土地開発公社の債務保証のうち1240億円はＴＸ沿線開発関連分（93年～05年） 

 

３
公
社
の
金
融
機
関
か
ら
の

借
り
入
れ
に
１
０
０
％
県
が
保

証
す
る
債
務
保
証
（
損
失
補

償
）
の
限
度
額
は
、
バ
ブ
ル
経

済
が
崩
壊
し
た
93
年
に
は
３
公

社
合
わ
せ
て
３
９
３
５
億
円
ま

で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

債
務
保
証
（
損
失
補
償
）
限

度
額
の
引
き
上
げ
に
は
日
本
共

産
党
以
外
が
同
意
し
、
土
地
開

発
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
が
今
日
の
事
態
を
も
た

ら
し
た
と
い
え
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
ば
く
大
な
保
有
地
と
借

金
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
と
問
題
点
、

責
任
の
所
在
を
す
べ
て
明
ら
か
に
し
、
住
宅

供
給
公
社
だ
け
で
な
く
、
開
発
公
社
、
土
地

開
発
公
社
も
解
散
す
べ
き
と
提
起
。
ま
た

20
年
に
わ
た
っ
て
税
金
を
投
入
す
る
５
つ

の
県
事
業
の
一
つ
ひ
と
つ
を
検
証
し
、
見
直

し
・
中
止
の
決
断
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

金
融
機
関
の
「
貸
し
手
責
任
」
を
問
う
こ
と

も
重
要
課
題
と
指
摘
。
長
期
的
展
望
に
た
っ

て
県
民
負
担
を
減
ら
す
解
決
策
を
示
す
べ
き

と
主
張
し
ま
し
た
。 

今回、将来負担への対策がおこな

われるのは、３公社のほか①～⑤

の県事業です。 

（２）   ２０１０年１０月         日本共産党茨城県議会報告 
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